
ゆきちくんの
誰でもカンタン読書ノート

著
江口シエロ

〜はじめてのレモンスカッシュ〜



　　　　　　　　
どうもこんにちは、ゆきちくんです。

このノートを手に取ってくれて本当にありがとう。

このノートは…

読書ノートを最後まで完成させる事が出来ずに

挫折してしまった僕のために
ご主人が、

　読書ノートを最後まで完成させる事が出来ないのはそもそも…

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

って言う、トンデモ理論を元に作ってくれた読書ノートなんだ。

ノートに出てくるのは、まだ誰も読んだことのない

あらすじを読んで、続きを想像して、自分だけの感想を気楽に

ノートに書き込めるようになってるよ。

君だけの世界を想像して、君だけの世界に一冊しかない

素敵な読書ノートを完成させてね。

そして素敵な物語に出会えた時は、僕にも是非教えてね。

僕の物語と、君の物語、見せ合いっこして色んな世界を

みんなで楽しく旅してみよう。

ルールはただ一つ。

それじゃ読書ノート　スタート。

また会おうね！

〜はじめに〜

「
思いのままに‼
」

本を読むのが
」

」

めんどいからだ‼

架空の本たち。
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まずは僕が感想を書くね、

その次からがキミの番だよ！



〜ゆきちくんの

カンタンプロフィール〜

種類：　犬

性別：　オス♂

好きな色：　黄色　

好きなアイテム：　くつ下　

趣味：　散歩　

趣味にしたいこと：　読書　

将来の夢：　賢い犬　

やめられないこと：　初対面の相手の　

おしりのニオイを嗅ぐ　
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本の評価
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　/　読んだ日の日記

気になった登場人物この本に合いそうな曲

ALRIGHT（竹内 あんな） ルミナスの美穂ママ

〝生きるチカラ〟を取り戻していき、最終的には

割り箸をマドラー
代わりにしてお酒を作り、ダル絡みする

内気な少女だった桜が、純菜達と行動を共にするうちに本来の

おじさん達を華麗に収めたシーンは桜の成長を感じれて好き。

「探偵である前に私は一人のキャバクラ嬢なの。

あなたのお酒を水で割ることは出来ても…

あなたの罪を、水に流すことは出来ない。」

売れないホストと、終電を逃したFランク大学達が流れ着く
深夜営業がメインの食堂に早起きして行って、
ちょっと焦げたハムエッグ定食を食べてみたいと思った。

面白い‼
純菜の高過ぎる傾聴力効果で、毎回殺人現場が
キャバクラの店内へと変わる演出が笑える。

純菜が主人公だが、僕は普段、ママに抱っこされる事が

一番好きなので、ルミナスの美穂ママが気になって

しょうがなかった。

「ドレスに柿の種をつけたまま、接客するような

キャバ嬢は

ドレスに柿の種がつかないように接客するキャバ嬢は

ドレスについた柿の種を
〝話のタネ〟
に変えて接客する

キャバ嬢は　　　　　　」

の言葉は今後、僕の金言になる予感がした。

by
純菜

三流。
二流。

一流。

読了日

２０２６ １１ ８
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